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モンドラゴンにおける「意識革命」 

　　 利己心を超えられるか 　　

清　澤　達　夫

１．「第三の道」はあるのか

　本稿の目的は，モンドラゴン協同組合の “実験” が資本主義や社会主

義で克服できなかった利己心にとらわれない「第三の道」になりうるの

かを，検討することにある。そこから，どのような条件が与えられれば

利己心が止揚できるのかを，考えてみたい。

　というのも，昨年（2013年）2月，退位を目前に控えたローマ法王ベ

ネディクト16世は，サンピエトロ広場に集まった聴衆に向かって「利

己心を捨てねばならない。…… 我々は常に問われている。個人の利益

か，真の善か」（1）と，語りかけた。聖書を紐解いても「自分の利益を求

めない」と，幾度となく利他的愛について説かれている。にもかかわら

ず，利己心から人間同士の対立が生じ，奪い合いが起こり，憎しみだけ

が残って，国同士の戦争にまで発展してきたのが人間の歴史である。

　それだけ人間が生きていくうえで業のように深く，今日の問題はすべ

て利己心を抜きに語れないし，始まっているといえる。では，目的を達

成するためならば他者へ思慮を思いめぐらすことなく，自分勝手と同義

語に使われている利己心と我々はどのようにつきあっていけば，よいの

であろうか。

論 文



130

　そこで，最初に本稿で用いる利己心の定義をしておかなければならな

い，と考える。ここで用いる利己心とは，他者の利益より自分の利益を

優先する行為ないし心のことである。このような欲求は，利益をいかな

るものにとらえるかによって異なってくるが，究極的にわが身を守りた

い，生き延びたいという内面の囚われから出てくると考える。その意味

で，人間は生きること自体，利己心そのものといえる。

　だから利己心は，そのもの自体に善悪などの道徳的判断がもともと含

まれていないのではないだろうか。自己があって他者が存在するよう

に，一見他者を思いやるような利他心も，利己心から生じているのだと

考える。確かにボランティアや貧しい人への慈善，あるいはわが身をか

えりみずホームの下に転落した他者を救おうと犠牲になられた人間もい

ることは，承知している。それでも，仮に自分の利益より他者の利益を

優先する利他心によってすべての人間が相互依存性によって行動すれ

ば，誰も自分の目的を達成することができなくなってしまうからであ

る。よって，利他心が利己心を優先して考えることなど，極めて特殊な

人間のものでしかない，と考えるべきである。

　結論めいて先にいえば，人間が生きていく限り利己心はなくならな

い。利己心があればこそ，利他心が認識されるのである。利益につい

て，より自分の側にたって関心を寄せるのか否かであり，それ故に，欲

望のおもむくままに他者の利益を損ねるような行動は，ここでは利己心

とは考えない。

　このような人間の本性を問い続けた一人が，アダム・スミス（1723

－90年）である。スミスは，もともとスコットランドにあるグラスゴー

大学で倫理学や道徳哲学を担当していた哲学者であり，神学者である。

人間を観察することで，その思いの根底にある本性を基礎に，新しく誕

生しつつあった市民社会の枠組みや資本主義の形成に大きな影響を及ぼ

した。特に，「個人の私的な利己心は，おのずとかれらを動かして，通
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例，その社会にとってもっとも有利な投資に自分の資本を振り向けさせ

るようにする」（2）と，述べている。

　スミスによれば，利己心に促されて自分自身の利得を追及するために

競争したとしても，“見えざる手” に導かれて意図してもいなかった社

会公共の利益を増進させることに，しばしばつながると述べている。こ

のことが，資本主義を矮小化して解釈する後継者達によって市場経済の

擁護者として，スミスは祭りあげられてしまった。そのために，スミス

は不幸なことに倫理学や哲学の分野において，経済学に比べて顧みられ

ることが少なくなってしまったのである。

　おりしも，資本主義の覇者であるアメリカのウォール街を中心に

2011年頃から “We are the 99％ ” の大きな地殻変動が始まった。もは

や野放図な市場経済における剥き出しの利己心は不平等や貧困を招き，

深刻な人間性の喪失が看過できないまでに増長している。かつてマック

ス・ヴェーバー（1864－1920年）は，アメリカの資本主義について

「営利のもっとも自由な地域であるアメリカ合衆国では，営利活動は宗

教的・倫理的な意味を取り去られていて，今では純粋な競争の感情に結

びつく傾向があり，その結果，スポーツの性格をおびることさえ稀では

ない」（3）と，まるでゲーム感覚で金儲けに血眼になり，享楽に酔いしれ

ているあり様を描写している。

　それでは，自制のきかなくなった資本主義に拮抗できる，あるいは新

しい社会秩序に至る道はないのであろうか。何故ならば，現代の資本主

義のように利己心が社会公共の利益につながるとは限らないことが明ら

かになってきた今こそ，われわれは，より人間と人間の関係性を土台に

した新しい世界を考えることが必要だ，と考える。

　一時期，カール・マルクス（1818－83年）は「科学的社会主義」の

言葉のもとに失業や搾取から人間を解放し，平等な平和をもたらしてく

れる包括的な対抗軸を示してくれた。しかし，マルクスは人間の本性を
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見損ない，全体主義という新たな縛りつける檻を提供しただけだという

ことが，次第に明らかになってしまった。その結果，人々の無気力を招

き，極端な官僚制のもとで人間の生活が蝕まれ，マルクス主義を標榜す

る国家が次々と崩壊してしまったのである。

　それに比べると協同組合は，一定の地域なり職域の人間が組合員と

なって出資・運営しながら自立した人間同士の相互の助け合いにより，

自発的に組織する非営利組織である。その意味で，協同組合は利己心に

よって動機づけられる資本主義のなかで「第三の道」になりうる可能性

を，秘めているように思われる。そのために協同組合は，これまでも

ジョン・スチュアート・ミル（1806－73年）など多くの経済学者から，

熱心に擁護されてきたのである。

　しかし，協同組合はどこかユートピア的な幻想がついてまわる。たと

えば，ロッチデール公正開拓者協同組合にしても事業が成功し規模の拡

大とともに命運は尽きてしまったし，さもなければ労働集約的な小事業

にとどまるかの，どちらかであった。まさに，協同組合はこの悲劇的な

プロセスからどうして抜け出していくかのジレンマを，抱え続けている。

　そのために協同組合は，消費生活協同組合を除いて市場経済のなかで

存続しえないのではないかと考えられてきた。ところがこのような通説

に反し，スペインにおいて一人の神父が播いた小さな種が花を咲き，着

実に果実を実らせてきたのである。それが，モンドラゴン協同組合であ

る。

　そこで，本稿はスミスの代表作である『道徳感情論』（1759年）と

『国富論』（1776年）をもとに人間と社会を考えながら，どうしてモンド

ラゴン協同組合においてうまくいっているのかを考えてみたい。ただ

し，モンドラゴン協同組合の創設に関わったホセ・マリア・アリスメン

ディアリエタ（1915－76年）は自ら体系的に著作物を残していないの

で，彼の哲学なり思想について取りまとめた先行研究を手掛かりに，論



133

モンドラゴンにおける「意識革命」

を展開せざるをえない。

２．人間の利己心を超えるためには

２－１．人間と社会との関係を考える

　「人間はポリス的動物である」と言ったのは，古代ギリシアの哲学者

アリストテレス（B.C 384－322年）である。人間は，何らかのポリス

に属して法の支配のもと，市民としての役割と義務を果たしてこそ，存

在と権利が認められていた。この当時の市民という呼称は，限られた人

間にしか与えられず，多くの奴隷には適用されていなかった。このこと

から，我々は人間が社会との関係においてとらえられていることに，留

意してよいのではないだろうか。

　スミスも，人間は社会を構成し，そのなかだけでしか生存できないと

考えていた。そのために，市民が手に入れた自由で平等な社会を維持

し，貧困に苦しめられることなく幸福に生きていくためには，どうある

べきかを人間の本性に立ち返って考えていたのである。

　スミスは，同じスコットランドのディヴット・ヒューム（1711－76

年）の道徳哲学の共感論に影響され「人間はどんなに利己的なものと想

定されうるにしても，あきらかにかれの本性のなかには，いくつかの原

理があって，それらは，かれに他の人びとの運不運に関心をもたせ，

…… われわれがしばしば，他の人びとの悲しみから，悲しみをひきだ

すということは，それを証明するのになにも例をあげる必要がないほ

ど，明白である」（4）と，『道徳感情論』のなかで述べている。

　このように，スミスは人間の本性を利己心以外の，他人の運不運にも

関心を寄せずにおられない “いくつかの原理”，つまり利他心なり博愛

心とか仁愛といわれる本性をも持った存在として，とらえている。とり

わけこのような原理は他人の悲しみに直面すると，他人と同じ悲しみを
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自分の心のなかに “哀れみまたは同情” といった情動，つまり，同感を

引き起こすという。しかも，「この感情は，人間本性の他のすべての本

源的情念と同様に，けっして有徳で人道的な人にかぎられているのでは

なく，…… 最大の悪人，社会の諸法のもっとも無情な侵犯者でさえも，

まったくそれをもたないことはない」（5）と，いうのである。

　よって，スミスは「われわれの利己的な意向を抑制し，われわれの仁

愛的な意向を放任する」（6）ように，人間本性の完成をめざして行いを正

しくつとめることで，胸中に「公平な観察者」を抱くようになり，諸感

情と諸情念の調和ができるようになると考えた。

　このように人間の本性を規定したうえで，近代市民社会において必要

な一国の富と力を増大させるには，どうすればよいかである。スミス

は，当時の重商主義者が主張するような貿易による貨幣の蓄積に頼るの

ではなく，労働によって増やしていかなければならないと考え，生産性

を上昇させるシステムとして分業を取り上げていくのである。スミスは，

分業そのものが人間の知恵の所産ではなく，ある物を他の物と交換しよ

うとする人間の本性から生まれてくる必然的帰結である，という。

　何故ならば，「文明社会では，人間はいつも多くの人たちの協力と援

助を必要としているのに，全生涯をつうじてわずか数人の友情をかちえ

るのがやっとなのである。ほかのたいていの動物はどれも，ひとたび成

熟すると，完全に独立してしまい，他の生き物の助けを必要としなくな

る。ところが人間は，仲間の助けをほとんどいつも必要としている。だ

が，その助けを仲間の博愛心にのみ期待しても無駄」（7）になってしま

う，ことが多い。

　どうして無駄になるかといえば，仁愛的というか利他的な本性がある

ことは認めながらも，それのみに期待しても必ずしも自分の期待するも

のが手に入るとはかぎらないからである。よって，「同胞市民の博愛心

に主としてたよろうとするのは，乞食をおいてほかにはいない。乞食で
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すら，すっかりたよることはしない」（8）といい，人間は分業された労働

を通じて社会との繋がりを意識するようになり，個人が確立されていく

とした。

　イギリスの小説家ダニエル・デフォー（1660－1731年）のロビンソ

ン・クルーソーは例外として，人間であれば誰しも「相互の援助を必要

としているし，同様に相互の侵害にさらされている」（9）。だからこそ，

スミスは社会公共の利益の増進には利己心の有用性を認めつつも，この

ようなお互いの感情や行為を調整し，抑止力となってみんなが納得・是

認するような規律（正義の法）が必要だと考えた。何故ならば，それが

なければ社会が混乱し，無秩序となり崩壊しかねないからである。ただ，

制度化された “法” のような強制力を伴わなくても，他者の同感が得ら

れるものであるならば，それは十分に一般的諸規則として通用していく

ことも，認めている。

　そのうえで，スミスは「各人は正義の法を侵さないかぎりは，完全に

自由に自分のやりたいようにして自分の利益を追求し，自分の勤労と資

本をもって，他のだれとでも，他のどの階級とでも，競争することがで

きる」（10）と，『国富論』のなかで厳しい前提条件つきの自由放任を記述

しているのである。

２－２．利己心を止揚するための条件を入れると

　前節で人間は，利己心のみならず利他心など，いくつかの原理をもっ

た存在だとした。そのような人間が，労働を通じて社会に参加すること

で市民としての存在が認められ，公共の利益増進のために利己心が有効

に働くようにお互いの感情や行為を調整していく拠りどころとして「正

義の法」を持ち出した，と述べた。このようなスミスの論理によれば，

人間が自己の完成をめざして修養につとめて自分の心のなかに「公平な

観察者」を抱けるような賢人になれば，同感によってすべて問題は解決
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できていくように感じられなくもない。

　しかし，実在の人間は賢人ばかりではないわけで，心の平静を失って

己の欲望に囚われている弱い人間が，圧倒的に多いといえる。特に最近

の日本人は，他者のことなどお構いなしに自己の利益のみを追求するの

が，主体的な自由な人間の価値観だととらえる向きが，優っている。

　これは，戦前の国家主義的な精神を否定するために導入された西欧流

の個人主義や自由主義の上辺だけを借り物にしてきた，報である。西欧

において民主主義を築いてきた長い歴史のなかで養われたものを，一朝

一夕にわが国の精神文化や社会風土に植えつけようとしてきた戦後教育

の，大いなる失敗である。だからこそ，明治学院が聖書にある「何事で

も人々がしてほしいと望むことは，人々にもそのとおりにせよ」を校是

（Do for others）としているのは，ある意味で誇るべきことである。

　しかしながら，利他心をもとに人間の世界を描いていくことは，困難

である。何故ならば，人間は自他の利害が対立している社会で生き抜か

なければならないからである。社会は，相互の協力や援助こそ必要とし

ているが，相互依存性では望ましい成果をつくりだせないのである。こ

のことを，ゲームの理論では「囚人のジレンマ」と称している。ゲーム

では，協力しない方がナッシュ均衡となりえることが，明らかである。

これを社会に置き換えて考えてみても，やはり利己心によって選択行動

した方が，同じ結論になりえる。

　しかし，仮にゲームが自己の利己心を最大に満足させるよりも，何回

も繰り返されるという時間的な選択行動を入れると，どうであろうか。

かつてわが国企業は，長期雇用を保障することで被用者と雇用者の間に

安定と信頼が形成されていき，個々の利益を短期的に最大化するよりも

持続的に仲間で分かち合いながら最適化していく建前上の目標へ，すり

かえていった。その結果が，長寿企業の数で世界一である。

　そのために，わが国では利己心を露骨に出すことは嫌われ，長期的な
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視点で自己を会社のため，仲間の利益を考慮しながら行動することが，

評価されていくようになる。こうして利己心は，同じ会社・グループ企

業のなかで相互の貸し借りを繰り返していくなかで育まれた安定と信頼

を担保に，長期雇用の保険を誰もが享受できるように利他心の方向に比

重を導いていく暗黙裡の規律によって，制御されていくのである。

　このように利己心を調整し，抑止力の役割をしてきたのが，企業の文

化なり会社の掟といわれる行動規範である。この行動規範は，日々の仕

事や研修を通じて先輩から後輩に受けつながれて，何をすることがここ

では望ましいかの拠りどころとなって，一体感を強め凝集力を高めてき

た。残念ながら，昨今のわが国企業の弱体の原因の一つは，会社内での

利己心を利他心に変換していく制御機能が失われてきたことにある，と

考えている。

３．モンドラゴン協同組合を考える

３－１．モンドラゴンのあるバスク地方とは

　モンドラゴン（バスク語名でアラシャテ）は，スペインの北部バスク

地方にあるギブスコア県の山に囲まれた小さな町である。この町は，周

囲をキザキザした “竜の尻尾” に似たかたちの山の尾根に取り囲まれて

いることから，名づけられたといわれている。そのために，交通に不便

なことが，特異な地域 “共同体” 社会をつくってきた。　

　一口でバスク地方というが，スペイン領の四つの県とフランス領の三

つの両国にまたがる，7つの地域からなっている。この地域は，東はピ

レネー山脈の最西端からビスケー湾へ広がる，鉱物資源に恵まれ，漁業

や海運業も盛んな地域である。

　これら7つの地域は，競合と協力との相反する関係を維持しつつ，中

央の支配に対して自らのフェロー〈法〉を認めさせ，それぞれ固有の血
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族による宗教や言語・文化を持って自治州として歩んでいる民族主義

の強い地域である。こうした民族主義は，この地方の民族自決による

分離独立闘争へと発展し，血なまぐさいテロを幾度となく巻き込んで

きた。今年（2014年）になって運動を続けてきた「祖国バスクと自由」

（Euskadai Ta Askatasuna：ETA）が武器の放棄を宣言し，ようやく

民主的な平和と共存が訪れるのか，注目されている。

　その他に，ここバスクは，11世紀以降盛んになったガリシアのサン

ティアゴ・コンポステーラにいたる “巡礼の道” が通っており，スペイ

ンのなかでも敬虔な信仰が息づいている地域である。わが国との関係

は，イエズス会のメンバーで1549年にわが国に初めてキリスト教を伝

資料出所：萩尾　生・吉田浩美編

著『現代バスクを知るため50章』

明石書店，2012 年，368 頁
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えたフランシスコ・ザビエルは，バスク人である。

　そのモンドラゴンに，一人の若い神父アリスメンディアリエタが

1941年にやってきた。1941年というのは，スペインでは内戦（1936－

39年）がフランシスコ・フランコ・イ・バアモンデ将軍の勝利によっ

て終息していたが，長い間の戦禍で多くの町は崩壊し，人々は貧困に苦

しんでいた。

　当時のモンドラゴンは「絶望的なほど貧しく，失業と荒れ果てたすし

詰めの状態の住宅，そして結核の発生のために塞ぎ込んでいた。人々が

語ることといえば絶望の精神についてであった」（11）と記述されるがごと

く，疲弊のどん底に精神的・経済的に陥っていた。このような状況のな

かにおいて，如何に人びとに生きる希望とすべを与えていくかの，アリ

スメンディアリエタの闘いが始まったのである。その時に選択した道

が，協同組合形式による新しい共同体の創造である。

３－２．アリスメンディアリエタの思想と哲学

　アリスメンディアリエタは，1951年にビスカイヤ県バリナガ生まれ

のバスク人である。彼は，農家の長男として生まれたが3歳のときに事

故で左目の視力を失っている。15歳に，ピットリアにあるカソリック

の神学校へ聖職者になるために入学している。

　それより半世紀前の1896年に，第256代教皇レオ13世が回勅『レー

ルム・ノヴァールム』において，「欲深な人間たちによっていまもなお

悪徳ははびこりつづけている。そして，この悪徳には契約による労働と

いう慣習が付け加えられなければならない。…… 一握りの非常に豊か

な人々が，奴隷のそれよりもほんのわずかにましな軛を大勢の貧しい

人々の首にかけることになった」（12）と，ゆきすぎた自由放任にもとづく

資本主義を批判していた。

　この回勅で示された信念は，労働者の権利を擁護した「カソリック社
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会教説」として受けつながれているが，この教説を学ぶ一人こそ，アリ

スメディアリエタであった。同時に彼は，当時，この神学校の副校長で

あったホセ・ミグエル・バランディアラン神父が教えていたバスクの文

化や民俗学などに，興味を示していく。

　アリスメンディアリエタはスペイン内戦に共和政府側についたバスク

軍の従軍記者として参戦し，ビルバオ陥落のときに捕えられ，処刑こそ

免れたものの1カ月間，監獄につながれている。これ以降，神学校に

戻って学び直し，社会問題に強い関心を寄せていくようになる。

　彼の思想と哲学は，近代の個人主義を批判したジャック・マリタンや

雑誌「エスプリ」を創刊したエマニュエル・ムーニエなど，人間主義の

思想家の影響を受けている。なかでも，マリタンのいう「各人が社会的

自由と政治的自由を享受できて，労働者階級が自分たちで歴史的に成人

に達することができる」（13）にもとづいて，如何にそれを実現していくか

である。

　そのために，ドイツの哲学者イマヌエル・カントの「人間は生まれな

がら人間なのではない。自らを人間にするのだということ，〈ただ教育

をつうじてのみ人間は人間になるのだ。（人間は）自らに教育をおこな

う者以外の何者でもない〉…… 人間性は教育により，よりよく形成さ

れる」（14）という考え方が，支えになった。何故ならば，アリスメンディ

アリエタの考える「新しい体制とは，労働者階級が自らの責任を十分に

引き受けることができ，…… 道徳的転換と技術能力開発」（15）によって，

可能だとみていた。

　アリスメンディアリエタは，「人間性が教育を通じて次第に向上発展

し，教育が人間の尊厳を形成すると思うだに素晴らしいことである。こ

のことはわれわれに人類のより幸福な展望」（16）を開いてくれると，述べ

ている。このことから，アリスメンディアリエタは教育を通じて人間が

自らを解放することを，望んでいたのである。
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３－３．小さな種まきが始まった

　アリスメンディアリエタがモンドラゴンに赴任してきた当時，この町

の唯一の大きな会社はユニオン・セラヘラの鋳造金属加工会社しかな

く，しかも，この会社は株式の大半を同族によって握られていた。その

ために，何度も激しいストライキが行われており，まさにモンドラゴン

は，いつ，いかなるところで暴力をともなった憎しみの爆発を引き起こ

しかねない，状況にあった。

　まず，この大きな溝を埋めないことには，戦禍で疲弊した町の秩序回

復など，ままならなかった。そのためには，「暴力に対する唯一の現実

的な代案はそれを余計なものにしてしまう変革活動である」（17）。この変

革活動は，対立の源をなくし新たな秩序形成の根拠になるような，信頼

される共存の思想をともなうものでなければ，ならなかった。

　その場合，共存の思想はみんなが納得・是認するものでなければなら

ない。人々の利己心に任せるのではなく，かといって “思いやりの心” 

をあてにするのでもなく，アンドレ・コント等のいう「他者のためによ

いことをするときは，同時に自分にとってもよいこと」（18），つまり利害

の共有に，根拠を求めていくのである。

　何故，連帯に根拠を求めたのかを考えると，人間はすべて利己心を減

らそうと努力はしても，捨てきれるものではない。仮に，「聖者たちだ

けからなる社会であればこのような道のりは不要でしょうが，人間たち

だけからなる社会においては，その社会が人間的なものでありつづけよ

うとするかぎりは，そうはいきません。寛大さのほうが道徳的にはるか

にすばらしいものですが，連帯のほうが，経済的・社会的・政治的には

るかに必要であり，実効てきであり，喫緊のもの」（19）だからである，と

アリスメンディアリエタは語っている。

　連帯が成り立ってくれば，人間は他者の利害を考慮していくことが自

己の利益につながるのだと意識するようになり，利己心を抑制せざるを
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えなくなる。こうした利害の共有が，秩序維持の準拠となりえること

は，わが国の企業においてもみられたことである。

　利害の共有を意識させるためには，同じ釜の飯を食う仲間を意識させ

る「『労働』しかないし，また凋密な人口を考慮に入れれば，生活空間

を増進するためには『協同』のほかによい方法はない。…… 協同は自

由や公正に影響を与え，また連帯と労働をも集中発展させた」（20）と，述

べている。そのために，アリスメンディアリエタは「労働は罰としてで

はなく自己実現の手段と見なされるべきである。…… いかなる労働に

も尊厳がなければならない」（21）と，人々の労働蔑視やシエスタにみられ

る精神や意識変革から，始めざるをえなかった。

　だが，その当時，モンドラゴンの若者の多くはまともな職業・技術教

育を受ける機会にとぼしかった。そこで，アリスメンディアリエタは教

育を誰もが受けられるようにしなければならないと，1943年に地域住

民の協力と資金援助のもとに20人の学生1クラスをもって職人的・工

学的な技能を教える技術専門学校を開校していく。こうしてモンドラゴ

ンの地に播かれた小さな種は，卒業生が地域で活躍するにともない次第

に地域の信頼をえながら，育っていくのである。

３－４．協同組合形式による新しい企業の創造

　卒業生のなかから，いつしか自分たちの会社をつくりたいとの，声が

あがってきた。だが，肝心の若者たちは実現するための戦略や資金な

ど，持ち合わせていなかったので，どのような形態にして，何を製品に

するかが話し合われた。その話し合いについて，アリスメンディアリエ

タは「われわれは協同組合，講〔俗信徒の宗教的結社〕ではなく，協同

組合企業を作ろうとしていたからです。…… 講では，人々は自分たち

のためにだけ，自分たちの購買員のためにだけ参加するのです」（22）と，

自分たちのための相互扶助を超えた “相互関係に変換したときに” こそ，
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真の連帯が生まれてくると述べている。

　また，アリスメンディアリエタは町の人々に，若者たちの夢を実現し

ていくのに手を差しのべてくれるよう呼びかけていく。こうして，彼ら

は最初の製品としてイギリス企業の設計による石油ヒーター付き調理器

具とストーブをつくることから始めた。技術専門学校を卒業した5人の

若者と新たに加わった18人が組合員となって，1956年11月12日にモ

ンドラゴンの最初の労働者協同組合，ウルゴール（Ulgor）が誕生し

た。ウルゴールとは，この創設に関わった5人の先駆者の名前から一字

ないし二字をとって，名づけられている。

３－５．新たな実験

　ウルゴールは，アリスメンディアリエタの言葉にあるように，協同組

合企業である。正確に表現すれば，製造・生産 “協同組合的企業” であ

り，一般的にわが国で協同組合として考えられている非営利の相互扶助

組織とは，異なる。

　もともとバスク地方は，協同組合の伝統が息づいている特異な地域で

あった。しかし，アリスメンディアリエタは協同組合にまつわるジレン

マを学んでいたので，ウルゴールを単なるユートピアで終わらせないた

めに，企業という事業体で考えていこうとした。

　企業というと利益の追求が，目的となる。これに関して，アリスメン

ディアリエタは資本主義について利己的で物質的な充足のみを目的化し

ていると，批判している。このような制度は「ひとつの社会的怪物であ

る。…… 資本主義者は人々を自分に奉仕させるために資本を利用し，

協同組合主義者は人々の労働生活を一層満足させ向上させるために資本

を使う」（23）と，述べている。

　アリスメンディアリエタが問題にしたのは，資本そのものを “目的” 

とするのか，“手段” とするのかである。というのも，彼は資本主義の
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悪弊が所有権にあると，とらえていた。そのために，ウルゴールにおい

ては「組合員がその会社の資本のすべてを所有していた。会社は外部資

本を利用することもできたが，それは貸付けや社債発行を通してであ

り，株式の発行を通じてではなかった。また会社で実際に働いている組

合員だけが資本口座を持つことができた。さらに最も重要な点は，会社

の方針を決める際の投票による参加は，資本口座の額にかかわりなく，

一人一票の原則に基づいてなされた。これは民主主義の原理が労働の場

で実施されていることであり，株式の保有数や資産に基づく株式所有の

投票原理と対照をなす」（24）ものに，なっている。

　このような職場における民主主義原理の適用は，「労働者を商品とす

る状況に終焉をもたらす。もはや労働者は外部の株主の利益に奉仕する

〈生産システムへの一投入物〉ではなく，また状況次第で解雇されたり

置き換えられたりする，資産過程の単なる道具ではなくなるのである。

…… 労働者は自分自身の運命の主人となり，人間の尊厳を最大限に獲

得する」（25）ようになる。この段階にいたれば，もはや，「資本が労働を

雇用するのではなく，労働が資本を雇用」（26）するようになり，それぞれ

の仕事は人間的なものになり社会的意識が形成されてくる，といえる。

　このようにウルゴールは，あくまでも資本家や投資家による出資・所

有と支配ではなく，「そこで働く労働者自身が組合員となって資金を出

し合い，所有し，自主管理」（27）して，共に結びつき，助け合うための自

発性と民主的自治運営によって利益を追求する事業体である。そのため

に，私企業のような株主は存在しないので，利益を出したからといって

配当する必要がない。

３－６．人間性に根ざした協同組合主義

　新しい革袋には，新しい酒がふさわしい。新しい酒にふさわしい人間

は，「労働者が自己自身をプロレタリアや階級」（28）だけではなく，自ら
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の可能性によって主体的に参加し責任を負える主人公でなければならな

いと，アリスメンディアリエタは考えた。そのためには，教育や訓練の

機会の不平等をなくし，特権や独占からくる経済的不平等をなくしてい

く改革が，ともなわなければならない。その結果，主体的な労働への関

わりによって連帯意識が芽生えてくると，資本主義であっても「階級な

き兄弟的なダイナミックで公正な社会」（29）へ進んでいくことができる，

と述べている。

　ここでアリスメンディアリエタがいっている “階級なき” とは，何ら

差異もないことを意味するものではない。むしろ「格差が明確である制

度をわれわれは受け入れなければならない。そうでなければ，緊張のな

い天国という無意識的な誤りを犯し，現実によりそれが人工的で非現実

的なもの」（30）となってしまうからである。それ故に，ウルゴールは平等

による気力のない「個人的な利害の寄せ集めや単なる付け足しではな

く，豊かでダイナミックな，相乗的で有望な力の創造」（31）で，なければ

ならない。

　何故ならば，「われわれは共同体の中で常に他人」（32）を必要としてい

るし，協力しなければ成りたたない。この人間の本性に根ざした理解か

ら，「人々は職業や年齢や周囲の活動を超えて，相互に成長するより豊

かな人間の『共同性』」（33）を，協同組合主義といっている。

　このように，協同組合主義は「努力の限界を見出すための協調でなけ

ればならず，それぞれの能力範囲で寛大に分ちあう」（34）ものでなければ

ならない。まさに，協同組合主義にふさわしい人間は「差異を受容する

ことを知っており，それを共同の福利に利用」（35）する妙を，心得たもの

でなければならない。事実，ウルゴールにおいてはすべての職種にわ

たって知識，経験，指導力などの要素ごとに勤務評定を行っているし，

給与（ここでは前払い金と呼ばれている）においても「最高額と最低額

との割合を3対1」（36）とすることとして，スタートしている。
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４．モンドラゴンから学ぶもの

４－１．今日のモンドラゴン協同組合

　モンドラゴンにある協同組合は，ある理念や人間哲学に根ざしたもの

であるとはいえ，徹底した “現実主義” の立場にたって，運営されてい

る。アリスメンディアリエタは，往々にして協同組合が理想的なもので

あると思い込むことを，危惧している。

　大切なのは人間が社会のなかで生きていくということで，生活の「現

実から出発して，可能性を追求し，現実を前進させる。経済社会は現在

と未来のように切り離されない」（37）と，述べている。このことは，彼が

利益を経済進歩に向けて不可欠なものとしてとらえ，人々の生活を満足

させるには財政的な成功がなくては理想に終わりかねないとみてとれる

ことからも，うかがえる。

　だから，協同組合といえども市場の要求する品質なり，顧客を満足さ

せることに応えていかなければ，存続できない。実際，最初につくられ

たウルゴールはいくつかの協同組合を派生させ，グループ化による広範

囲な統合などしていくものの，2013年10月に倒産している。

　それでも，ウルゴールの組合員は他の協同組合に配置転換などで雇用

が維持されている。何故ならば，モンドラゴン協同組合の最も重要な目

的は，仕事の創出と定年まで雇用を継続することだからである。この一

例をみても，モンドラゴンの協同組合は通常イメージされる職種別にと

らわれた硬直的なヨーロッパ企業の雇用制度と比べると驚くほど柔軟な

組織になっており，わが国企業が忘れつつある大事なものを，残してい

る。

　今日， モンドラゴン協同組合は，1959 年に労働人民金庫（Caja 

Laboral Popular），1965年の協同組合のグループ化，1969年の消費者
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生活協同組合（エロスキ），1974年に創設された技術研究開発センター

（イケルラン）創設へと発展していき，今日，大きな樹木へと成長し，

多くの人々が憩う共同体に成長している。

　2012年版『年次報告書』によれば，モンドラゴン協同組合グループ

（Mondragon Corporacion Cooperrative：MCC）は総収益140億810

万ユーロ（円換算で1兆9611億3400万円），総資産318億8700万ユーロ，

雇用者80,321人（スペイン内66,418人），傘下組合289を抱えるスペイ

ンで第10位の集団である。事業活動は，41ヵ国に生産拠点・支社をも

ち，150ヵ国以上で販売活動を広げている。また，1997年にはモンドラ

ゴン大学を設立し，現在4000人近くの学生が4つの学部で学んでいる。

４－２．学ぶべき基本的価値

　何故，これほどまでにモンドラゴン協同組合が育ってきたかを考える

と，アリスメンディアリエタの人間と社会とは何かの上にたった，社会

的な意識改革があげられる。この意識改革によって，お金の多寡によっ

て物事を価値づけ，「精神のない専門人，心情のない享楽人」（38）が跋扈

するなかで，人間性を取り戻したことにある。

　それを象徴するのは，一人一票の原則によって協同組合へ参加するこ

とで利己心を超越していくことが可能であることを，示したことであ

る。わが国の企業でも経営参加制度や従業員持ち株制を行っている事例

がなくもないが，ここモンドラゴンにおけるような個人の義務と権利を

徹底しているとは，いいがたい。それは，このような精神変革によって

所有権の社会化という根本的なところまでなされているからこそ，完成

されてくるのである。

　それと，バスク地方はスペインのなかでも閉ざされた風土・地理的条

件ゆえに，特殊な文化を育んできた。この文化や伝統が協同組合の形成

に深くかかわり，根づかせてきたといえる。これに反し，わが国はグ
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ローバル化の流れのなかで，日本人の精神文化と深くかかわる日本的経

営を弱体させてしまった。

　モンドラゴン協同組合の事例は，我々に制度の基本にあるのは人間で

あり，その逆であってはならないと警鐘を鳴らしている。ここでは，か

つてわが国企業で謳われていた人間主義経営が息づいており，人々の労

働に尊厳が払われ，実践されている。そのために，あえて企業形態を取

り入れた協同組合主義によって，共に浮き沈みすることを意識させるこ

とで強い連帯意識を引き出している。

４－３．終わりに

　「人はパンだけで生きるのではなく」といわれるが，では，人間は霞

を食べて生きていけるのであろうか。やはりパンは，人間が生きていく

うえで欠かすことができない。ただ，それが大事だからとこだわると，

パンをめぐって利己心から対立が生じ，奪い合いが起こってくる。

　アリスメンディアリエタは，貧しい者の苦しみを共に背負いながら，

人間が人間らしく生きていくなかから，解決しようとしたのである。だ

からこそ，あの聖句のあとに続く「神の口から出る一つ一つの言で生き

るものである」が，人間の苦しみを癒していくうえで，大きな意味を

もってくるのである。

　アリスメンディアリエタがたどり着いた解決の糸口は，資本主義でも

なく，社会主義でもない，協同組合主義である。協同組合主義は，「我

らの日用の糧を，今日も与えたまえ」とあるように我々，つまり他人の

ために働いて，互いに助け合いながら，みんなで分かち合う仕組みであ

る。それは，アリスメンディアリエタの言葉でいえば「われわれは互い

に必要としあっている。相互に補完しあうもの」（39）だからこそ，協働に

いたるのである。こうして共通の目的のために共同行動（一人は万人の

ために）をとりながら，相互扶助（万人は一人のために）をなしとげて
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いく組織体として，協同組合に帰結していったのである。

　この新しい時代を求めたモンドラゴンにおける軌跡は，「明らかにア

ダム・スミスの失敗に対する一つの修正」（40）であっただけでなく，かつ

て資本主義のもたらす失業や搾取から労働を解放し，階級なき新しい社

会実現の名のもとに暴力闘争へと導いたものと比べると，深い人間への

洞察に満ちている。

　アリスメンディアリエタは「現在そして将来に何よりも人間が人間ら

しくあるためには，傷ついた人々の解放が必要である。人間にふさわし

い公正と協同が必要である」（41）と，永続的な変革の必要性を語ってい

る。このような永続的な変革によって，我々はより人間と人間の新しい

結び合いを通じて展望が広がるのではないだろうか。その意味で，彼の

意識改革は今日の世界で失われた倫理観の回復をめざした「ある意味で

宗教的回心」（42）に近いものなのかも，知れない（了）。
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